






尚
々
、
時
下
折
角
御
厭

可
被
成
候
、
乍
末
筆

御
家
内
様
江
可
然
御
通
声

奉
願
候
、
お
縫
殿
に
紅
二
て
も

な
ん
で
も
め
づ
ら
し
き
も
の

津
山
二
御
送
り
申
度
候
得
共
、

拙
生
一
己
之
金
子
ト
ゆ
ふ
も
の

ハ
一
銭
も
無
之
候
間
、
さ
し
上

か
ね
御
推
察
可
被
下
候
、

又
巳
上
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重
臣
ら
の
逮
捕
の
命
に
、
鞍
懸
は
た
だ
従
っ
た
だ
け
と
い

う
の
が
実
情
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
井
汲
の
逮
捕
に
向
か
う

鞍
懸
の
心
情
も
、
ま
さ
に
こ
の
書
簡
と
同
様
「
気
之
毒
」

の
一
語
に
尽
き
る
で
し
ょ
う
。

で
は
逆
に
、
井
汲
は
鞍
懸
を
ど
う
見
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
？
残
念
な
が
ら
、
手
掛
か
り
と
な
る
資
料
は
今
の
と

こ
ろ
確
認
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
、
彼
ら

二
人
の
交
流
の
一
端
を
示
す
も
の
と
し
て
、
こ
の
書
簡
は

非
常
に
貴
重
で
す
。

る
鞍
懸
の
当
時
の
心
情
が
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
は
こ
の
わ
ず
か
半
年
後
、
８
月
過
日
の
政
変
に
よ
る

状
況
急
変
の
た
め
、
井
汲
は
津
山
藩
に
よ
っ
て
捕
え
ら
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
顛
末
は
、
津
山
藩
の
「
町
奉
行

日
記
」
文
久
３
年
Ⅲ
月
朔
日
条
に
詳
述
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
時
、
鞍
懸
も
捕
り
手
に
加
わ
っ
て
井
汲
を
祇
園
の
遊

郭
へ
誘
い
出
し
、
酒
に
酔
わ
せ
て
眠
ら
せ
る
と
い
う
一
計

を
案
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
影
響
し
た
の
か
、
慶
応
２
年
（
１
８
６
６
）

の
美
作
改
政
一
摸
を
記
録
し
た
「
改
政
一
乱
記
」
で
は
、

鞍
懸
は
優
れ
た
勇
士
の
井
汲
を
陰
謀
に
よ
っ
て
捕
え
た
策

士
と
し
て
描
か
れ
、
鞍
懸
の
登
川
が
一
撲
の
原
因
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
逮
捕
に
至
る
経
過
の
叙
述
に
は
不

正
確
な
箇
所
も
あ
り
、
鞍
懸
を
意
図
的
に
悪
者
に
仕
立
て

・
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
、
注
意
が
必
要
で
す
。

井
汲
の
行
動
を
急
進
的
で
危
険
だ
と
認
識
し
た
藩
主
や

是
非
一
一
こ
う
と
御
む
り
を
申

訳
ニ
ハ
無
御
座
候
、
扱
拙
生
義
ハ

近
々
拝
眉
、
わ
ら
び
と
り
之

御
誘
引
泰
楽
候
、
扱

公
方
様
昨
日
参
内
、
昔
之

御
参
朝
に
引
替
、
見
物
人
あ

と
に
お
る
者
ハ
立
な
か
ら
拝
見

仕
候
様
之
始
末
二
御
座
候
、

十
一
日
ニ
ハ
加
茂
江

天
子
御
幸
、

将
軍
様
奉
初
在
京

諸
侯
皆
々
御
供
之
由
、

十
二
日
御
暇
乞
之
御
参
内

有
之
、
十
三
日
御
出
立
之
由
御
承

知
可
被
下
候
、
先
ハ
右
願
上
度

如
此
御
座
候
、
恐
慢
謹
言

三
月
九
日
鞍
懸
寅
二
郎

丁
一
イ
感
瞳
ム
Ｌ
１
Ｌ
齢
皇
亀

寝
１
や
島
～
銑
挙
珍
ｌ
含
罫

中
島
菅
右
衛
門
様

中
島
男
次
郎
様

摩
奴
丸
叫
些
今
弘
細

妙
塗
〈
椎
叱
老
や
”
一
挙
に



●古文書講座「美作の古文書を読む」

５月１６日㈱．６月２０日㈱．７月１８日㈱

９月１９日㈱．１０月１８日㈱．１１月２１日㈱

１月１６日伽・２月２０日㈱．３月２０日㈱

（１月以降は予定）

お知らせ津博２０１８．５No.9６

広報活動

教育普及活動

●５月２６日出・１０月２７日㈹．３月１６日仕）

一お知らせ 、

事務局員異動（平成３０年４月１日付）

○前館長尾島治（退職)→新館長小島徹○新任学芸員服部綾乃

新刊のご案内

津山松平藩町奉行日記２４（文化３年）を刊行しました

頒布価格８００円
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津
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松
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藩
町
奉
行
日
記
二
十
四

この年は、江戸藩邸の火災により、城下町

からも普請の手伝いに動員されたり、

また、８０歳以上の長寿者にお祝いを出したりと

色々な出来事が記されています。

ご興味のある方はお買い求めください。
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◆博物館たより「津博」の刊行

Ｎｏ．９６／５月Ｎｏ．９７／７月

Ｎ０．９８／１０月Ｎｏ．９９／来年１月

展示

鎧は､津山松平藩の槍印で剣大といい､現在津山市の市章となっていますも

夏休み子供歴史教室

両』

型

休館中につき資料展示は休止します

●弥生士器をつくろう

７月２３日(月)・８月１６日附全２回

●勾玉をつくろう

８月２１日㈹．８月２２日㈱

鈎瀞熟里賭 繍摺

出版

、

休館中のご案内

［資料閲覧］

閲覧可能日：月曜日～金曜日（要予約）

（祝日・年末年始は除く）の午前９時～午後５時

［頒布資料について］

当館発行の頒布資料につきましては、原則郵便にて

受け付けます。詳細はお問合せください。

文化財めぐり（友の会〕

、

◆｢津山松平藩町奉行日記２５」翻刻出版

●平成２９年度年報の刊行
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